
東三河農林水産事務所 農業改良普及課

専門員 河村 治代

ＪＡひまわりスプレーマム部会 （６７戸）

研究熱心

高品質

周年
安定供給

堅実
慎重・日本で最初にスプレーギクを導入

・生産量、販売額とも全国有数

結束力

花芽分化期 開花期

栄養成長期 20℃ 18℃
15℃

定植 消灯 収穫

◆冬季は「しっかり加温」

重油使用量：平均 ９～10 ｋL/10a

【加温体系】

“高品質”を支える要!!

重油ボイラー

重油価格が高騰

Ａ重油価格の推移（愛知県）

H25.3
@ 93円

重油使用量：平均 ９～10 ｋL/10a

重油代：300万円/年・戸（売上の15～20％）

経営圧迫 加温不足 生育遅れ、品質低下

厳寒期の作付け中止 需要期に出荷できない

高品質
周年
安定供給 産地の根幹を

揺るがす危機！

◆冬季は「しっかり加温」したいけど･･･

『燃油価格高騰緊急対策』
平成24年度
補正予算

【予算：４２５億円】

１．施設園芸省エネ設備のリース導入支援

施設園芸分野における省エネ型の経営構造への転換

政策目標

補助率：

1/2 以内

内容

農水省が補助事業を発表

・被覆設備
・循環扇
・ｅｔｃ． ビッグ

チャンス

H25.2

（愛知県）平成２７年度協同農業普及事業外部第三者評価会議　普及指導活動成果発表資料



◆H25.2時点

【当部会のヒートポンプ導入状況】

・育苗２戸
・本ぽ１戸（H24.11～）

まだほとんど
導入されていない。

重油価格に左右されず
周年安定供給のできる産地に！

補助事業を利用 ヒートポンプ導入を拡大

重油価格に左右されず
周年安定供給のできる産地に！

補助事業を利用 ヒートポンプ導入を拡大

◆全部会員に呼びかけ

この機会にぜひ
ご検討を！

普及課
ＪＡ
経済連

２５年度 通常総会

H25.2

【部会員の反応】

どの程度
節油できる？

工事費
は？

電気代
は？

投資が回収
できるのか？

「大丈夫ですよ。」
先進農家の実績
他産地の状況
収支の試算

◆25年３月に１５戸、６月に３戸がリース事業申請

普及員
＆ＪＡ

26年4月の全体研究会で報告しよう！

ヒートポンプの
効果とコストを明確化

部会役員・ＪＡ担当と相談

【導入予定の１８戸： 】

25年冬にデータ収集

温度は確保
できるのか？

生育は？

品質は？

本当に
低コストか？

※何を明確にすべきか？

【心配】

・室温

・温度ムラ

・生育品質

【知りたい】
・節油率

・ランニングコスト（電気代）

・導入コスト（工事費）

・導入時の注意

（台数、馬力数、配置･･･）

コスト回収に何年かかるか？

重油価格がいくらなら採算が合うか？

どこまで導入拡大すべきか？

１．室温を“見える化”

温度データロガー

「おんどとり 」

・経時変化

・温度ムラ

３～９か所
設置

５分毎に
温度を記録



ヒートポンプ 重油ボイラー

暖房機の吹出口にも設置

１．室温を“見える化”
・11月20日（木）夕方～21日（金）朝

目標

重油ボイラー

ヒートポンプ

外気温

室温
（かなり均一）

◆暖房機の稼働状況も“見える化”

あなたも測ってみませんか？

全１８戸・２５ほ場で実施

普及員
＆ＪＡ

◆調査を重ねる中で･･･

<能力不足>
△目標温度を

保てない

<配置の失敗>
△部屋の中央

だけ高温

○開花揃いが向上した。

○生育（伸長）が向上した。

○花色、花型、フォーメーションは良好。

△天吊り型ヒートポンプの真下は遅れる（  日陰・小面積）

△熱の溜まる部分がやや軟弱に （  循環扇の配置を工夫）

△初期生育が遅れた （  重油ボイラーの設定を変更）

◆生育・品質への影響は？

問題なし。

<導入農家の声>

２．重油消費量を“見える化”

重油タンクの
残量をチェック

節油率： 75～100％

加温開始



＜施設面積と工事費＞

施設面積 工事費 10a当たり １馬力当たり １台当たり

坪 万円 万円 万円 万円

100～160 100～180 320～360　

180～230 200～260 260～340　

250～310 220～360 220～350　

330～400 310～430 260～380　

440～750 350～450 180～280　

9～18 60～160

３．コストを“見える化”

（１） 導入コスト 38事例を比較・分析

小さな施設では、工事費が割高！

３．コストを“見える化”

（２） ランニングコスト （電気代）

・伝票から転記

基本料金:17万up、電力量料金：18～36万up

集計用紙を作成・配付

・電力メータをチェック

導入前と比較して
（10ａ当たり）

３．コストを“見える化”

暖房費用を計算（７事例）

自己資金

100%

補助あり

56%負担

円/L 万円/年 年 年

60 71.3 40.0

70 21.9 12.3

80 12.9 7.2

90 9.2 5.1

95 8.0 4.5

100 7.1 4.0

初期投資の回収期間

（事業費÷②）重油
価格

①節約できる
重油代

②節約できる
暖房費

（①-電気代増加分）

万円/年

45.0 3.3

71.3 29.6

75.0 33.3

52.5 10.8

60.0 18.3

67.5 25.8

HP減価
償却費

電力量
料金

基本
料金

重油代
@95

暖房費用の内訳

回収期間のシミュレーション

4.5年で元がとれる

◆全体研究会で報告 （H26.4.8）

・・・・・
・・・・・

◇コストが増した事例もあり。

・台数/面積が過剰
・温度設定が不適切

・もともと省エネ管理

ｅｔｃ．

要因を分析して報告

コスト試算シートを配付

導入の前に
試算してみましょう！

採算性は
ほ場毎に異なる。

節油効果は？

活動の成果

電気代は？

温度は？

生育は？

75～100%。
確保できる。

良好。 35～53万up

ヒートポンプ導入の効果とコストが明確に

ヒートポンプの導入進む

・不安が解消

・導入の判断材料

【～Ｈ2７.12】
・本ぽ25戸、60施設 （計582ａ；産地全体の約１/３）

高品質
安定供給

重油価格に

左右されない!!

ブランド強化

成果を上げた要因

・部会活動との連動、関係団体との連携

１．目的意識の共有 モチベーションup

・数値データを視覚的に提示

３．“見える化” 興味・納得

・18戸38ほ場の事例を比較・分析

２．調査数の積み重ね 説得力up



導入前より暖房費用
が増えた例も。

温度ムラ
解消

H26～
より効率的な
利用方法 を検討

節油

残された問題点

Ｈ２５（導入初年度）

温度の確保を優先

・温度設定（時期別）

・循環扇

・冷房利用 ｅｔｃ．


